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２．若者提案（参考資料２） 

  都市計画マスタープラン高津区構想部会では、２００３年の２月、「若者ワーク

ショップをやって、都市マスの中に若者の意見も入れよう！」ということから、区

役所の若い職員や部会の若者等を集めて、「若者部会」（現ＳＡＩ２２）を結成し

ました。 

 そして２００３年４月におこなわれた Bamboo Festaと同年７月におこなわれた区

民祭で若者へのアンケートを行い、集められた区民の意見を参考に、「都市マス若

者提案」をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段： 

区民祭の様子 

下段： 

バンブーフェスタ２００３の様子 



◆20年後の高津　～若者提案のまとめ～◆ 題して･･･「私の一歩で高津が変わる～高津に火をつけろ!!」

１．大山街道

◇高津のシンボルである街道を商店街として残し

たい。

◇大山街道は交通量が多いにも係らず、歩道がき

ちんと整備されていない。

　⇒買い物袋を提げて歩きにくい。

　⇒子供を連れて歩くには危険。

◇マンション化が進んでいる。

　⇒商店が途切れ途切れにあるため、買い物しづ

　らい。（商店街が廃れる）

◇商店街が活性化され、店舗が増加し、

街並みに連続性が生まれる。

◇大山街道のマンション化の歯止めに

なる（土地に規制がかかる）。

◇地域情報交換の場になる（一時的な

広場ができるため、老若男女が大山

街道を訪れる）。

03.10.27
（仮）T.Y.T若者研究部会

◇買い物のピークの時間帯を歩行者天国にする。

◇時間を限定しているのは・・・

　①主要道路であるため。

　②大山街道沿いに居住者がいるため

　(アンケートでは一方通行化に反対の声も･･･)。

　③夜はお店が閉まるし、交通量がほとんどない。

大山街道を歩行者天国にする
（PM４：３０～６：３０）

背　景 アイディア 期待される効果

◇大山街道の商店街の衰退

◇人を商店街に誘致することによって、

活性化へのきっかけが生まれる。

◇住民に芸術・美術といったものを身

近に感じてもらう(お金を払わな

きゃ見れない美術館の芸術品なんて

フェアじゃない)。

◇地域住民の文化レベルの向上につな

がる。

◇大山街道をアートでおおう。

◇具体的な例としては、

・マンホールにペイントを施す。

・大山街道を定期的に歩行者空間にし、野外アート

（彫刻等）の展示場にする

・ストリートパフォーマンス　等々。

大山街道アート計画

◇現在の大山街道は活気に欠ける。

◇伝統・歴史を大切にしたい。

◇大山街道について車両通行止めや一方通行化の

案が出ているが、現状のままでは支障が多い。

◇大山街道の文化を感じさせる景観が

生まれる。

◇街道沿いの住民と文化継承の共生。

◇街道沿いの文化施設の活用と資料の充実。

◇歴史が感じられる景観を形成し、守り育てる。

・新たに建てられる建築物のデザインへの配慮

・ガイドラインの作成

◇大山街道祭の開催（大山街道の歴史をテーマにし

た祭。街道沿いの人が主催）

現状に即した文化の継承
（景観の見直し、祭りの継承
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２．商店街

３．緑

◇将来的に増加が予想される空き店舗や空き家につい

ての情報を仲介する人が不足する可能性がある。

◇溝の口駅周辺の商店街に空き店舗が増えることが予

想される。

◇若者が気軽にくつろげる場、集まる事のできる空間

が少ない。

◇若者自らが提案し、実験的なイベントを開催できる

空間が少ない

◇若者は高津から出ることが多く、外部で文化を消費

する傾向にある。

◇20年後の高齢化社会に向けて、高齢者がイキイキと

自己表現する場を作る必要がある。

◇貸したい人と借りたい人がスムーズ

に結びつく。

◇また、空き家・空き店舗を活用して

いない持ち主に、活用アイデアをア

ドバイスすることで、空き家や空き

店舗が地域の資源として甦る。

◇空き家情報バンクで街の空き家情報を提供、また

は家主との仲介を行う組織を作る。

◇空き家の利活用に関する情報提供を行う。

空家の再生＜空家情報バンク＞

背　景 アイディア 期待される効果

◇今後20年間で高津の緑環境が悪化するのは確実であ

るため、街の空間に「新たな緑」を生み出す活動が

必要。

◇今後人口が減少することを考えると空き地が増える

（？）。

◇身近な緑空間が増える。

◇野菜作り・土いじりで、地域住民の

レクリエーションを図る。

◇緑を守り・育てる活動を通じて、地

域の結束力が強化される。

◇街なかの小さな空き地を緑化・または市民農園化

して、地域で守り・育てる緑の空間を作る。

街なかに緑を増やす

◇地域と若者、若者と高齢者など、世

代や地域を超えた結びつきが生まれ

る。

◇「高津発」の若者・高齢者文化が生

まれる。

◇商店街に活気が生まれる。

◇若者の起業家が増える。

◇溝の口駅周辺の商店街の空き店舗活用。

・若者のチャレンジショップ(お試し店舗)

・ジジババ向けイベントの開催(舞踏会)

・若者イベントの場（ﾀﾞﾝｽﾊﾟｰﾃｨ、映画祭）

高津発の文化づくり
（誰もが自己表現できる場づくり）
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４．自転車

５．駅前

◇溝の口駅周辺に放置自転車が多い。

◇有料駐輪場で利用率が低い場所がある。

◇自治会活動が下火で、地域のつながりが薄い。

◇放置自転車が減る。

◇高津区内（大山街道から多摩川方

面）の回遊性がレンタサイクルの登

場によって拡がり、商店街の活性化。

◇溝の口の駅をサイクルステーションとしてレンタ

サイクルを実施。

◇平日は自宅から溝の口駅へ向かう人、駅から洗足

の学生や、会社の人、関東自動車学校の人が利用。

週末は駅から大山街道等を抜けて多摩川へ買い物

アンドサイクリング。

コミュニティサイクルの導入

背　景 アイディア 期待される効果

◇放置自転車が減る。

◇駐輪場の利用率アップ←利用方法等

の見直し。

◇地域の結束力が強化される。

◇溝の口駅周辺の放置自転車の登録ナンバーから所

有者の居住地区を割り出し、ワースト町会、優良

町会を発表（商品券付）。

◇運動町内会にいい意味で競争意識が生まれ、放置

自転車対策に乗り出す町会も出てくる。

町内会対抗放置自転車ゼロ

◇溝の口駅南口前の道路が自転車で溢れかえっている。

◇駅周辺に休憩スペースが少ない。

◇キラリデッキでたむろす人は多い。

　→　広場に対する需要は高い。

◇くつろぎの空間が創出され、地域に

ゆとりが生まれる。

◇広場はイベント会場としても使え、

文化活動が盛んになる。

◇駅前に緑を配することで、斜面緑地

との一体感が生まれ緑地の回遊性が

生まれる。

◇溝の口駅南口前の道路の一部を芝生にしてしまう。

その他、イベントやオープンカフェを開催。

広場創出

◇二子新地周辺は道路形態が複雑且つ狭いなので、自

動車には不便。

◇溝の口駅から北側は平地が多いので自転車利用には

都合がよい。

◇天気のいい日には多摩川で余暇を過ごす人がいる。

◇高津区はベッドタウンであるが、洗足学園を始め学

校や企業もあり、駅からの自転車利用も見込める

(はず)。

駅の
ステーション

自　宅
高津区内
企業・大学

区内在住の
Ａさん

区内在勤（在学）
Ｂさん

(1)

(4)

(2)

(3)
往 往

復復

-3-



６．情報提供・意識啓発

◇商店の活性化。（今は、知らないお

店だらけ）

◇地元意識が強くなる。（今は、近隣

しかわからない。近隣すらわからな

いかも）

◇人のつながりができる。

◇とにかく、やり方次第であらゆるも

のが活性化する。

◇読んで楽しいタウン誌をつくる。

・タウン誌部会の発足

まちの情報発信

背　景 アイディア 期待される効果

◇自分のまちに興味を持つ若い世代の

人が増える。

◇まちづくりが活性化される。

◇定期的に、小学生を中心としたにまちがテーマの

ワークショップを開催(定期的)。

◇自分のまちに興味を持ってもらう。

（例：世田谷でまちにある音を集め、その音を身近

な道具で再現し、その音で曲を作る。商店街など

のまちへ子供が出て行って注意深くまちを聴いて、

見る。）

まちづくり教育ワークショップ

◇高津区の情報がバラバラで集約されていない。

◇特にお互いに市民活動団体同士が活動を知らない。

◇市民活動団体同士の連携ができ、活

動が活発化される。

◇情報が手に入りやすいために地域情

報が区民にとって身近なものになり、

地域に対して親近感が沸く。

◇さらにはまちづくり参加人口が増え

る。

◇溝の口駅構内にまちの情報案内所の設置。

◇まちの商店などの情報から、まちづくり団体の情

報まで住民のための情報を提供し、収集する。

まちの情報拠点づくり

◇市民活動やボランティア活動等の情報周知が進んで

いないため、それぞれの活動の広がりが失われてい

る。

◇高津でユニークな活動をしている人

や、ボランティアグループの紹介シ

ステムを作ることで、高津の市民活

動が活発化する。

ボランティア・人材バンク

◇高津のことについて簡単にいろんな事を知りたいが、

術がない。

◇現在、高津にあるタウン誌は有効的に機能していない。

⇒市民が何を知りたいのかというニーズに応えていない。

⇒レイアウトからしてダサい（古臭い）。

⇒タウン誌がどこにあるのかわからない。

◇まちは住民がつくるもの。

◇しかし日本人はヨーロッパなどに比べるとまちに対

する興味が少ない。

◇だからなかなかまちづくりへと行動が伴わない。
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７．コミュニティ

８．住　宅

◇回覧版を通じて、近隣の顔や名前を

覚える。

◇回覧版を通じて、地域の情報が入る。

◇同じグループに所属しているという

仲間意識ができる。

◇交流するようになり、防犯・災害時

等に活かされる。

◇交流を深める第一段階として町内会に入会する。

◇町会の情報開示･発信。

◇地域のシンボルマークをつくる。

町内会入会率１００％をめざす

背　景 アイディア 期待される効果

◇高齢者と若者の壁が取り払われ、世

代間交流が生まれる。

◇独居老人の精神的不安が軽減され

る？

◇アパートに入る一人暮らしの若者に高齢者を1人受

け持ってもらい、定期的に見てもらう（話し相手

など）。

◇その代わりにアパートの家賃は他の人より安い。

高齢者みまわり制度

◇近所に誰が住んでいるのかわからない＝交流ゼロ

⇒自分の利害に直接関わること以外無関心である。

⇒窃盗や誘拐があっても気づきにくい。

⇒災害の際に助け合えるのか疑問。

◇独居老人の増加

◇若者は貧乏

◇アパートができる前からアパートに

住むことになるであろう人たちのコ

ミュニティが生まれる。

◇いろいろなタイプの人が住むことに

より、多くの刺激をお互いに受けあ

える。高齢者を助けられる人が一緒

に住んでいる。

◇市場価値の下がった老朽マンション

が再生する。

◇マンション建て替えの時期、そこに住むであろう

人(といっても高齢者だけでなく若者、家族世帯な

ど多くのタイプの人)を事前に集めて、どんなア

パートにしたいかを話し合ってもらう。彼らが考

えた方針やデザインでアパートを建設。

◇住民の交流機会を増やすために、マンションの下

層部に店舗やクリニックを導入。

◇単身高齢者向けにマンションを改築（グループ

ホーム・コレクティブハウスとしての活用等）

◇高齢化に伴い、高齢者が増加。

◇高層マンションに一人暮らし、という状況が今後増

えることが予想される。高齢者が困った時に助けら

れる人が近くにいる環境の必要性。

◇現在のマンションラッシュと人口増加は一過性のも

のであり、今後は収束する事が予想される。将来的

には老朽化したマンションや住宅等が残り、その利

活用が街の課題となる。

ミックスド･レジデンス
コーポラティブ･ハウジング
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９．循環型社会、環境共生

10．市民協働

◇価値観の転換がおこる。みんなの価

値観に変化が出て、店で野菜を買う

という行為に対して、ダサいという

意識が生まれる。

◇日本の自給率のアップ。

◇土をいじり、自然の時間を感じれる機会の提供。

◇スローライフの推進など。

生産緑地からコミュニティ・ガーデンへ

背　景 アイディア 期待される効果

◇まず、緑が町に広がることによって

住民の心にゆとりが生まれる。

◇資源の有効利用のより、市民に「地

球市民」の一員としての認識が芽生

える。

◇いつまでも住める地球。

緑の見える町（屋上、道路緑化）
資源の有効利用のできる町

◇相続権などの問題から生産緑地がどんどん削られア

パートになっている。

◇市もそれを買い取るお金がない。

◇今、多くの人たちの間で、食べ物と土とのつながり

が希薄になっている。

◇地球環境の悪化。

◇最近は日本でもボランティアが広まってきたが、ま

だ社会に根付いたものにはなっていない。ボラン

ティアが当たり前の社会になる必要がある。

◇その一つの方法として、ボランティア団体の財源を

確保するシステムが挙げられる。

◇ボランティア活動が行われやすくな

り、社会に浸透しやすくなる。
◇ボランティアを高く評価する社会をつくる。ボラ

ンティア活動を支援する組織と風土。

◇住民参加を支援する自治体のシステムづくり。

ボランティア活動の再定義と支援システムの構
築
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